OB訪問（参考資料）
清水先輩

◎　1974年当時（社団法人格取得）は、任意団体と社団との違いはほとんど議論されていなかった。その4～5年前ぐらいから日本青年会議所が、各地ＬＯＭに対して「社団法人格」の取得をすすめていた。
◎　当時ＪＣは他の団体をまきこんだ活動や、ひっぱっていくような活動をしていた。
◎　ＪＣは社会に与える影響が大きい組織である。だからこそ「社団法人」を取得していった。
◎　今のＪＣが行っている事業も、大半が地域に大きな影響を与える活動。公益を目指していってもなんら問題ないのではないか。
◎　法人会は公益を目指すことですすめている。（来年申請予定）
◎　時代も変わってきた。かつては青年団体といえばＪＣだけだった。若いけどしっかりしているなと思われるよう様々な出向や活動をすすめてきた。
◎　ＪＣは公益をモットーとした団体だと思っている。まちのリーダーとしてたくさんの人々を導いていく組織であってほしい。そのため、もっと会員以外をまきこんだ活動をしていってほしい。
◎　一度一般社団法人にすすんでしまっては、まず間違いなく今後公益社団法人にすすむことはできないと思う。
◎　節税のためにも公益をとるべき。税金は企業でしっかりはらっている。
◎　たくさんの団体が増えていくなか、今後ＪＣが生き残っていくには、他の団体と違った特長をしっかりと打ち出していってほしい。

寺谷先輩

◎　智頭町としても当然、この制度改革について検討していかなければならないが、ＪＣに関しては、「一般」だとか「公益」だとかを一生懸命に考えるよりもっと大切なことがある。

◎　ＪＣは、40歳までの青年が多少寄り道しながらも、色んな経験をつみながら勉強していく場所だと理解している。細かいことにこだわっていくのは、40歳過ぎて会社にかえってからでも良い。
◎　「一般」であっても、「公益」であっても、やることは一緒。自覚と誇りをもって、多少無茶もしながら、まちのリーダーとして行政などにもの申していく団体であってほしい。
◎　若者は自由にのびのびと。ルールに縛られる必要はない。

◎　どうしてもどちらかに決めなければならないから、細かいところにこだわってしまう。どちらになってもやる志とやることが一緒なら、最後はじゃんけんで決めたら良い。

◎　何をやるかが大切。

◎　「一般」と聞くと有象無象の集まりのようだけど、「公益」と聞くとさらに選ばれた組織のように感じる。格好がいいから「公益」にいくぐらいのスタンスで良いのではないか。

岩成先輩

◎　当時（2006年度ぐらい）の日本ＪＣは、公益法人取得について割りと精神論的な意見。

◎　国の方針に振り回されなくてもいい。

◎　別に理念は変わっていない。どちらでも。影響されなくてもいい。

◎　現役としてどうされたいのか。

◎　総事業費1000万の内、事業費が200万円しか使えないような状況は、たとえ一般であってもおかしい。

◎　クリスマス家族会、卒業式は見直すべき時期だ。今だから考えていくべきでは？

◎　組織内の事業仕分けをすればいいのでは。

◎　内部的な人間力開発に力を入れるなら、内部の事業が増えていくのは必然。

◎　ＹＥＧや中央会などの他団体の違いを明確にもってほしい。
◎　入会したばかりの若いメンバーと議論する良い機会。

◎　以前の例会はニューオータニで行い、さらに食事付であった。現在様々な工夫を行っていっているが、さらに大胆に変えていけば良いのでは？

◎　事業費をもっと充分に使える団体にする。

◎　会員数が維持できる内は良いが、50人になればどうするのか？

◎　自分的には公益を目指す姿勢ですすんでいってほしい。だめならその時点で一般へ。
◎　客観的にJCはまちづくりの団体。

◎　本来あるべき姿が見えていないのかもしれない。

◎　日本に出たらＬＯＭごとに温度差があるのが良くわかる。他ＬＯＭの判断を参考にするのではなく、自分自身でしっかり考えていってほしい。
◎　鳥取は陸の孤島。他ＬＯＭに惑わされないというメリットもある。
太田先輩

◎　どちらかにしてもＪＣがどういったことがやりたいのかが重要なことなので、私（ＯＢ）がどうこう言う立場ではない。

◎　ＯＢに気遣ってありがたいが、あくまで現役のみなさんで決めればいいと思う。その結果について、ＯＢがとやかく言うことはない。

◎　私の現役の頃と時代背景のちがいもあるのでなんとも言えないが、今の現役が今後20年、30年後を見据えて判断してほしい。

◎　ＪＣはサロンなのか、そうでないのか。これからどういう活動（方向）を目指すのかが大事。

◎　役人の決めた枠組みに無理に合わせる必要があるのか。

